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集 団 や 社 会 の 一 員 と して の 自覚 を 深 め 、

自 己 を 生 か す能 力 ・態 度 を 育 て る特 別 活 動

1主 題設定の理 由

学校をとりまく社会情勢の変化の中で、生徒が学校内外で望 ましい集団活動を行 ったり、

各種の体験的な活動に参加 し、自らの心身を進んで鍛えることに消極的にな りつっあるとの

指摘がある。こうした中で、たくま しく生 きる子供たちを育成 し、多 くの人々とともに生 き

ていく力を養うことが、学校教育の大 きな課題 になっている。

そこで、本年度の特別活動の研究では、学級活動及び生徒会活動を通 して、次の活動への

{'i信と旺盛な意欲を育成す ることを目標 として、研究主題を 「集団や社会の一一員 としての自

覚を深め、 自己を生かす能力 ・態度を育てる特別活動」 とし、学級活動 と生徒会活動の研究

実践か ら、本主題 に迫 ってみた。

第1分 科会では、集団の中で自分自身を生か し、かっ友人を理解 し尊重す ることに必要で

ある自己表現能力を、学級活動を通 して高あることをね らいとして、 「討論を通 して、自己

表現能力を育成する学級活動」を副主題とした。

第2分 科会では、副主題を 「生徒会活動の活性化を図 り、生徒の 自治的能力を育て る」 と

し、生徒会活動を全校的な活動 として広げ、生徒の自発的 ・自主的な活動を通 し、生徒会活

動その ものを活性化 させていくことによって、 自治的能力を育てていくための研究実践を行っ

た。

II第1分 科会 「討論を通 して、自己表現能力を育成する学級活動」

1副 主題設定の理由

学級活動では、生徒が学級の ・員 として役割を分担 したり、学級の様々な問題の解決を図

るために協力 しあったりす るなど、多様な経験を し、将来の社会の一員として必要な資質を

身にっけてい くことが大切であ る。そのためには、集団の中で自分の能力や可能性を生かし、

友人の考えや意見を理解 し合い、生徒相互の 「信頼関係」をっ くることが必要である。

しか し、最近学級活動の場而では、集団の改善向 ヒを図るための活発な討論や話 し合 いが

停滞気味である。集団の中で話 し合 う場合に、自分の意見を論理的に4三張できない、他人の

意見を聞 こうとする態度に欠ける、建設的な話 し合いが進められない、などがある。その要

因 としては、はっきりとした自分の考えや意見を もてない、友人など第三者の影響を受 け易

く依存心が強い、討論のテーマに対する興味や関心を示そうとせず意識 も薄 い、相手を説得
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できる発言がで きない、などがあげ られる。本来、生徒は発言す ることの必要性や喜びは感

じており、話 し合 いのルール も分か り、 自己を表現 したいという欲求がある。 しか し、生徒

相互の人間関係の問題や表現 の方法が分か らなか ったり、発 言の機会が少ないなどが大 きく

影響 し、活発な討論がで きないと考え られる。

そこで、本分科会では、討論の形態を工夫することにより、発言 しようとする意欲が高ま

り、 自己表現能力を向上 させることができると考え、本主題を設定 した。

2研 究の内容

(1)研 究構想図

主 題
集団や社会の一員としての 自覚を深 め、臼己を生かす

能力 ・態度を育てる特別活動

生徒の現状と課題

個人的資質

社会的資質

自主的・実践的態度

教師側の現状と課題

時数の面

経験の面

題材の設定と評価

副 主 題
討論を通して、自己表現能力を育成する学級活動

仮 説
討論の形態を工夫す ることにより発言 しようとす る意欲が高まり、

自己表現能力が向上す るであろ う。

方 法 ・ 内 容
①自己表現能力の要素と確認

②調査研究一 ・アンケート

③分献研究一→討論形態の研究

④授業研究一 研究授業(3回)

⑤年間指導計画と題材との関係

学級経営 との

関連を図 りな

が ら進 める。

評 価
(個人 ・集団)

個人への評価〔⇒ ディベー トによる個人の変容 についての調査

集団への評価[⇒ アンケー トによる事 前と事後 の比較調査

学級の変容にっいての調査
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①話 し合いに対 して興味 ・関心を持っ。

② はっきりした考え ・意見を持っ。

③ 自分の意見をまとめることがで きる。

④相手に分か るように表現で きる。

② 自己表現能力について

本分科会では討論活動 によって自己表現能力を育成 したいと考え、その要点 として自己

の 「発言」 と他の意見を 「聞 く」 という側面か ら、以下のように共通理解 を図った。

自己表現能力 の要素

発 聞 く

①相手の意見 ・考えを聞 く態度が

身 に付いている。

②相手の意見 ・考えを正 しく聞 き取れる。

③相手の立場を理解で きる。

(3)デ ィベー トの導入

討論形態 には様々なものが あり、パネルディスカ ッション、バズセ ッシ ョン、 ロールプ

レーイングなどはよく知 られている。本分科会では副主題設定の理由で も触れたように友

人の発言に左右 されやすい傾向、討論に消極的な傾向の生徒 も含めたすべての生徒が討論

に参加 し、 自己表現能力の育成のためにより効果が期待できるもの としてディベー トを取

り上げ、学級活動 において授業実践す ることに した。 そこで事前に予想 されるディベー ト

による期待で きる効果 と問題点(留 意点)を 次のように考えた。

期待できる効果

①発言意欲が高まる。

②理論的な発言力が身に付 く。

③多様 な発想ができるようになる。

④ 自分の価値観を確認できる。

⑤人の話を聞 く態度が身に付 く。

⑥班などで協力する態度が身に付 く。

問題点(留 意点)

① 自分の思 っていることを

発言で きない場合 もある。

②感情的な意見 になる場合 もある。

③判定 の際公平 さに欠ける場合 もある。

④題材によ って適 さないもの もある。

(4)デ ィベ ー トにっ いて

ア デ ィベ ー トとは、 あ る一 っ の論題 を2組 のチ ー ムが、 肯定 派 ・否定派 に分かれ 、議論 を

行 い、最 後 に第 三者 の判定 で勝 敗を決 定す る討論 ゲ ームで あ る。

イ デ ィベ ー トの方法 と留意 点

① 資料 を使 って、生徒 にデ ィベー トに よる討 論 の方法 を説明 す る。3っ の グループを
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ローテーションす ることにより、全員の発 言の機会を増やす。

② テーマの選定は論点が具体的な もの。興味関心をもち、生徒の視野が広 まるもの。

論理的思考が期待で きるもの。情報収集が容易で事前学習が過度にならない もの。

③ 留意点 は個人攻撃 にな らないようにす る。勝負にこだわ ることがないよ うにす る。

多 くの生徒に発言 させるようにす るな どである。

ウ ディベー トの実際

① 自分の 書三張を通すために、相手の言 い分を聞 く姿勢と司会者の進行に従 うルールの

確立を図 る。 ビデオ視聴を加え、デ ィベー トでの話 し合いの方法を確認す る。司会

者に対 して教師の適切な助言により討論の活発化を図 る。

② 各グループのチーフを決めてお く。チーフは作戦 タイムの時のまとめ役 になる。 チ

ーフは審判の係にな ったときは
、司会をす る。

③ ディベー トの進め方
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●

発

表

判定用紙

テーマ 『 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 』

肯定派 否定派

1.説 得で きる発言を したか 123 123

2.言 葉 が は っ きり して いたか 123 123

3.相 手の意見を聞いていたか 123 123

4.多 くの人が発言 したか 123 123

5.全 員が一・生懸 命取 り組 んで、努 力

したか
123 123

合 計

肯定派()班 否定派()班 審 半lj()王 狂
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肯定派の集計

総合計 平 均

否定派の集計

総合計 平 均

※審判員の得点中で、最高点 と最低点を除 き、平均点を出 し勝敗を決める。

工 評 価

《個人と して》

①n分 の考えを適切 に表現 し、相 手を説得 させることができたか。

②相 手の話を正確に聞 くことがで きたか。

③興味関心を持ち、意欲的に取 り組む ことがで きたか。

《集団 として》

①チ ームの活動を通 して、協力性や生徒相互の人間関係を向上 させることがで きたか。

②多 くの生徒が、発t7す ることがで きたか。

③協力 して情報収集 し、その活用を図ることがで きたか。

(5)デ ィベー トを取 り入れた学級活動の年間指導計画

学級活動の年間指導計画は、学校の実態や生徒の発達段階を考慮 しなが ら、各学校 ・学

級の創意L夫 を生かしてい くことが必要である。その中で、学級の雰囲気は、学級活動を

円滑に進めていく1.で大切なものと言えよう。年間指導計画の中に、以下のようなね らい

か らデ ィベー トのテーマを設定 した。ただ し、テーマ設定には、学級活動の目的か らみて

適 さない題材 もあるので、充分配慮す ることが必 要である。

① 学期の初 あに設定 し、話 し合える雰囲気づ くりをめざす。

② 話 しやすいテーマによって、学級の話 し合いルールの確立をめざす。

③ 話 し合 い活動の活性化を図 りなが ら、諸課題を考える機会 とする。

④ 話題づ くりによる学級のまとまりを図 る。

⑤ 継続的に行い、生徒の自己表現能力の育成をめざす。
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年間指導計画例 L-〉 デ ィ ベ ー ト用 テ ー マ

学 月 1学 年 2学 年 3学 年

期
一 ○中学生になって 02年 生 に な って o最 上級生になって

9 Oll]学 校 の給食 ○読書指導 o家 庭学習の工夫

→ L-〉 給食 と弁当 L→ マ ンガと読書 L→ 塾と家庭学習

学 ○学級活動と生徒会 ○学習の工夫 ○自分の 目標 と生活時間

期 5 o中 学生の勉強 O生 活の点検 の工夫

一 ()移動教室への参加 O自 分の将来にっいて ○修学旅行への取 り組み

〇二学期の学級生活 〇二学期の過 ごし方 〇二学期の心構え

9 o男 女の平等 と協力 ○学習と部活動 ○交通安全
二

学

L→ 男と女 L→ 朝練の有無 L→ 免許と年齢

期 O役 員選挙と生徒総会 ○役員選挙と生徒総会 o生 徒総会

]0 ○文化祭への取 り組み ○文化祭への取 り組み ○文化祭への取 り組み

一 ○職場訪問 ○高校訪問 O進 路相談

学

期

1

○新年度の夢

○生活時間の見直 し

L→ 冬休みの宿題の

有無

○私の将来

○男女交際にっいて

L-〉 手紙 と電話

○新年の抱負

Q学 校生活と友情
L→ 標準服と私服一

(6)学 級活動指導実践例

ア 指導のね らい

・論理的な思考、判断、発表の能力を育て る。

・相手の話 をよ く聞 くマナーと、情報を的確 に活用す る能力を身にっけさせ る。

・自分とは異なる意見や立場を尊重す る態度 を育て
、 自由で閾達 なコ ミュニケーション

がで きる学級 にす る。

イ 展開の過程

① 事前の指導と生徒の活動

aデ ィベー トとはどのようなものかを ビデオを使い紹介す る。(学 活)

bク ラスの生徒を分けて、3チ ームをっ くる。(短 学活)

C肯 定側 ・否定側 ・審判係の役割を決め審判係には判定 の観点 ・採点方法を説明する。

(短学活 ・放課後)

dリ ーグ戦方式で、テーマを変えて総当たりのディベー トを行 う。(学 活)
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② 本時の展朋

学習の流れ 活 動 の 内 容 指 導 上 の 留 意 点

活動の開始 ・開会 とテーマの確認

「学校での昼食は給食より弁当がいい」

・立 場 や係、 デ ィベ ー トの ル

ー ルにっ いて再 確認 す る。

展 開

ディベー ト

の実際

判定

〈作戦 タイム>3分

・肯定側 立論 ①1分

②1分

・否定側 立論 ①1分

②1分

く作戦 タイム>3分

・否定側→ 肯定側 反駁3分

・肯定側→否定側 反駁3分

く作戦 タイム>2分

自由討議6分

く作戦 タイム>3分

・最終意見 肯定側2分

・最終意見 否定側2分

・判定(集 計の間を利用 して審判係に

感想を聞 く)

・結果発表

・計 時係の生徒に正確 に公平

に時間をはか り 「め くり」で

時間 を知 らせるよ うに指導す

る。

・司会の生徒 に対 し討論が正

しく成立す るよう指導す る。

・チームメー トが援助 したり

相手の意見をメモす ることを

助言する。

・意見が出にくか った り、議

論がかみ合わない時、討論が

正 しく行われるように助言す

る。ただ しメモを渡 したり発

表者以外 に行 ったりして進行

を妨 げないように配慮する。

評価 ・指導 者か らデ ィベ ー トにっ いて の評価 ・賞 賛的 に行 う。
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③

肯 定 立論1

2

否 定 立 論1

2

司 会

反 駁 否 → 肯

反 駁 肯 → 否

ディベー ト研究授業記録(抜 粋)

会司

会司

定出
目

否 定1

否 定2

肯 定2

否 定4

司 会

最 終 意 見

(肯 定)

最 終 意 見

(否 定)

教 師

審 判 係

司 会

給食は食べ残 しが多い。弁当はバ ランスがとれていて、親 の愛 を感 じる。

弁当の場合、みんなの食事がいろいろなので見て いるだけで楽 しくなる。

弁当作 りは手間がかか る。経費 もかかる。ア ンケー トによると給食の約2倍 だ。

弁当は腐 りやすい。栄養のバ ランスはむ しろ給食の方がとれている。

ここで作戦 タイムです。各チームとも席を立 って話 し合 ってか まいません。

栄養のバランスについては、断然給食だ。なぜな ら栄養 七さんがいるか らだ。

後かたづけや 予算の ことは親が考えることだ。腐 りやす さは夏な らともか くほ

かの季節 は問題 ない。バランスについては個人差がある。

ここで再び作戦 タイムです。

作戦 タイム終rで す。 ここか らは自由討論です。挙手を して答えて ください。

バ ランスが話題 として提起 されたが、先 日、枝1;と 焼 きそばとい うものす ごい

メニューが給食にでた。あれはバランスを考えているとは思えない。

焼 きそばパ ンだ って売 っている。反論と して は弱 いと考え る。

… 中 略 …

弁当は本来暖かい料理 はさめて しまうし、冷 たい料理はぬるくなって うまみが

損なわれて しま う。給食 はそれが少ないと思 う。

給食は現実に食べ残 しが多い。満腹感が少ないと思 う。

給食には準備が必要だ、 これは大事な学習活動のひとっだ。

時間です。ここで最終意見のための作戦 タイムに移 ります。

弁当はつ くることで親fの コミュニケーションをはか ることができる。弁当な

ら満腹感が得 られ間食が減 りこれ も弁当の長所だ。ア ンケー トか らも 「弁当がよ

い」 という意見が多 くみ られ る。給食は準備 に時間がかかる。空腹時には困 る。

やはり弁当の方が優れている。

給食はち ょうど良 い温度で食べ ることがで き、っ くる人はマスクをす るなど衛

生的だ。好 きな ものだけ食べればぼ くのよ うに太 る。給食な らいやで も食べる。

やは り給食の方が優れていると考える。

判定がでるまで感想を聞 きます。

肯定側 は否定派に対 しすばや く反論 していた。否定側は論点に筋が通 っていた。

結果を発表 します。 肯定側13.3否 定側13.1で 肯定側の辛勝です。
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④

a

b

c

d

e

研究授業のまとめ

デ ィベー トは、ゲーム感覚的要素が強いため 「話 しやすい」雰囲気がで きていった。

何回か実施す る中で、ディベー トの楽 しさが生徒に理解 されてきた。

相手の意見に反論するたあメモを取 り、相手の意見を聞 く生徒が増えて きた。

自分の考え と違 う立場で発表することもあ り、違 う立場を理解できるようになった。

発 言が少 ない生徒 も友達の発言 を聞 くの はお もしろく、人の意見を しっか り聞 き自

分 も意見を発表 しようとする生徒が現れて きた。

fク ラスの信頼関係が深 まり、他の行事の取 り組み も活発になっていった。

⑤ 授業の改善への工夫

a討 論が活発になるに従い、発言者が偏 る傾向がでてきて しまった。

b判 定者は判定す るだけの活動だけにな り、話 し合いに参加 させる工夫が必要 になっ

た。

c論 点がずれた り立論に対す る反駁にならずに、反駁に対す る反論になる傾向がでた。

d展 開により、感情的な言い合いになる場面が見 られた。

e教 師や司会者の方を向いて発言する生徒が多かった。

以上課題を協議 して、以下のような授業の改善の工夫を考えてみた。

aに ついては、6班 を3チ ームに分けて肯定 ・否定 ・判定の順 に役割を代えて行 き、

それぞれの立場を経験 させる。普段、あまり発言 しない生徒を立論者(代 表者)に して

積極的に発 言して もらう工夫をとる。また、 トーナメント形式 ・リーグ戦などのゲーム

感覚を取 り入れて、発言する機会をより多 く設定 してみ る。

bに っいては、判定者 に集計後に感想を聞いた り、どの意見がよかったか分析させる。

cに っいては、教師が司会者に適切なア ドバイス指示 したり、教 師自信が司会をす る

などの 工夫を繰 り返 し 「作戦 タイム」 「自由討論」 「立論席の設定」 「発表者 をペアー

にす る」などのrl二夫をさらに授業の中へ取 り入れた。結果、全員が集中 してより多 くの

意見を考えようと した り、楽 しく話 し合いをす るなど変容が見 られた、討論活動を通 し

て、相手の立場で物事を考え、相手の考えを しっかり聞 き自分の意見を組み 立てたり、

相手の 立場を知 るきっかけにな ったと思われ る。学級活動 におけるディベー トの授業が、

相 手の意見を聞 き自分の意見を しっか りと発言す る 「自己表現能力」を高あてい く活動

になったと思われ る。今後 は、楽 しい雰囲気を大切に しなが ら、授業のr夫 を考えてい

きたい。
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3研 究のまとめと今後の課題

本研究では、学級活動の中で、話 し合い活動を通 して自己表現能力を高めることを、 目標

と した。話 し合い活動の中でデ ィベー トは、生徒 一人 一人が、考える ・発言する ・聞 くとい

う能力を養 うために、大変効果的であると考え、その一手段 と して、ディベー トを用いるこ

とに した。 また、 ディベー トの活用 目的を問題解決にす るのではな く、個々の生徒 に応 じた

自己表現能力の育成 とした。 この視点に立 って実施 した結果、 ディベー トを実施する前 と定

着 した後とでは、話 し合い活動 に対 して生徒の意識が著 しく向上 した。

(1)ア ンケー ト結果か らわか ること。

次のページのグラフは、男子220名 ・女子217名 にっいて、デ ィベー トを実施す る

前 と定着 した後 とで、話 し合 い活動に対 しての意識の変化を、百分率で示 したものである。

この グラフか ら、 自己表現能力の要素に結びつけて、考察 した。

ア 話 し合いの中で、男子は40→50%、 女子は20→40%と 、 「よ く発言で きるよ

うになった」 と考えている生徒が増加 した。さらに、 「発言することが うれ しい」 と感

じている生徒 は、男子 は70→85%、 女子は79→83%と 、 これ も増加 している。

また、 「発言で きる人 は立派だ」 と、思 っている男子は75→85%、 女子は85→

90%と 増加 している。 「発言することが大切」 と、思 っている男子は80→90%、

女子は85→95%と 増加 している。

イ 考えるという要素 にっいて は、 「友人を説得で きる発言がで きる」男子は25→45

%、 女子は35→40%と 増加 した。

ウ 「友人の発言を しっか り聞ける」男子 は70→80%、 女子は85→90%と 、確実

に増加 している。

このように、学級活動 にディベー トを工夫 して取 り入れた場合、自己表現能力を育成

す る上で、かな り有効な手段であるという結果が出た。

(2)そ の他の成果

学級活動にディベー トを取 り入れて授業をおこな っているうちに、次のように生徒の望

ま しい活動が見 られるようになった。

・学級活動での行事への取組みが積極的にな った
。

・授業中に挙手 ・発 言が増加 した。

・あまり発言 しなかった生徒が集団の中で、よ く発言す るようになった。

このように、期待以 ヒの効果 も多 く、研究の当初のね らい以上に、学級が活性化 され、
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《アンケー ト調査の比較》

男 子 の デ ー タ ー

上段 … … デ ィベ ー ト実 施以 前

ド段 … … デ ィベ ー ト定 着後

女 子 の デ ー タ ー

1問 ・学級 は明る く楽 しい。

2問 ・学級での話し合いの中で、級友は自分の意見を聞いてくれる。
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7問 ・学級での話 し合いの中で、発言できる人は立派だと思う。
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活力ある生徒集団へ と変容 していく要因の一っとなったよ うである。

(3)今 後の課題

数回のディベー トによる授業を通 して、教師は生徒が話 し合い活動に積極的に参加する

環境を提供 したにす ぎないが、生徒は自分の力でその姿勢を変えていった。予想以上の進

歩が見 られたが、 いくっかの問題点 も残 っている。

ア 自己表現能力が思わ しく向上 しなか った生徒への対応

私たちが考えた自己表現力の要素(P4参 照)は 、生徒の個性や発達段階に応 じて、

その内容が変わってい くもの と考えている。実際 に発言 したり、落ち着いて話を聞 く姿

勢ができているなど、目や耳で評価で きるもの以外では、個々の生徒の内而の成長の度

合いを認識す ることは難 しい。デ ィベー トを用いた授業の中でも、その後のいろいろな

場面で も、相変わ らず一一言 も発言で きない生徒が少なか らず存在す る。その場合、他の

手法による話 し合い活動か ら迫 ったり、教育相談や カウンセ リングなどの個別指導の必

要性を感 じる。発言できな くても、作文や教師 との交換 日記や班 日記 などを通 して、文

字による自己表現能力の向}二が見 られたな らば、これは評価するべ きであろう。

話 し合い活動を通 して 自己表現能力を高めるために、デ ィベー トと他の討論の手法や

個別指導 との関連が今後の課題の一っである。

イ 学級経営 との関連

ディベー トにより、学級が活性化 し、活発になることは間違いないが、 このとき教師

と生徒、それに生徒 どうしがお互いに信頼 しあい、有機的に結びっいて いた方がよい効

果を期待で きる。学級がお互 いに支えあうような雰囲気に欠 ける場合、かえ って逆の効

果 も考 え られ る。

ウ デ ィベー トによる授業 と他の教科 ・領域 との関連(年 間指導計画)

本研究では、ディベー トの目的を問題解決の手段ではな く、自己表現能力の向上に限

定 した。 しか し、テーマの設定を充分配慮 しなければ、デ ィベー トの判定が学校の生活

指導の方針 と矛盾する結果になる可能性がある。逆 に、 テーマの設定の仕方により、教

科 ・領域 とうまく関連づ けられ、より効果を上げ られ る可能性がある。年間指導計画の

中にディベー トを取 り入れ、いろいろな場面での指導を深め、かっ自己表現能力を高め

るための研究をさ らに続 けたい。
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皿 第2分 科 会 「生 徒 会 活 動 の 活 性 化 を 図 り、

生 徒 の 自治 的 な 能 力 を育 て る」 ～ 実 践 を通 して ～

1副 主題設定の理由

集団が集団と しての機能を果たすためには、 リーダーを中心 とした成員一人一人の自治的、

自発的な活動が必要である。学校においても同様で、生徒会役員会を中心 とした全校生徒 に

よる生徒会活動が重要である。生徒会活動の目的は、全生徒が協力 し合い、学校生活の充実

や改善を図ること ・生徒の様々な活動の連絡調整 ・学校行事への取 り組みなどをす ることで

ある。決 して教師にとって都合の良 い集団をっ くり、校則や規4を 中心 とした学校生活を生

徒 に押 し付けるための ものではなく、生徒会役員会を教師の下請 け的な存在 にす るというこ

とで もないはずである。

本分科会では、生徒の取組みがなかなか全校の ものにな っていかないとい う現状を打開す

るたあに、生徒会役員会を中心 とし 「生徒会活動の活性化を図 り、生徒…人一人の 自治的な

能力を育てる」 ことが、生徒にとって快適な学校生活を作 り、さ らに生徒 一・人一人の自主性

及び社会性を身 にっけさせ、社会的に自己実現を図 る能力や社会の 一員 としての資質を養 う

ことにっながると考えた。教師が生徒会活動の指導 ・援助 にあたる際に、様々な」二夫をす る

ことによって、生徒一人一人の自治的な能力を高 めていく生徒会活動を展開 させてい くこと

がで きると考え、本副主題を設定 した。

2仮 設の設定とねらい

生徒会活動の活性化を図るとき、 自分たちの学校生活を、自分たちの手で変化 ・改善 して

い くことができるとい う成就感を与え 「生徒会活動を活発に行 うことが、自分たちにとって

有益である。」 とい うことを全校生徒に認識させることが大切である。そのためには、指導

計画が教師の共通理解を図 った ものであると同時に、生徒の学校生活における意識をふまえ

た うえで活動計画がたて られているかどうかが必要 になって くる。単 に、生徒の自覚の足 り

なさだけを問題にす るのではなく、生徒会活動の立案、生徒会役員会 と学級活動 との連携、

活動に対す る評価などの工夫を含 めて計画的に進あることが、生徒の自治的な能力の育成に

っ なが ると考える。

ここでは、①校則の見直 し ② アル ミ缶の リサイクル運動 ③生徒総会への取 り組みの具

体的実践をとおして生徒会活動の活性化を図 る方策を追究 した。
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3研 究の内容

(1)研 究構想図

副 主 題

生徒会活動の活性化を図 り、生徒の 自治的な能力を育て る。

生徒会活動の現状と問題点

生徒会活動は必要だ、と考えている生徒が多いにもかかわ らず、

興味 ・関心が低 く、協力的でないなどの理由か ら、生徒会活動

が、全体の ものとなっていかない。

生徒会活動への指導 ・援助

① 生徒に自らの手で課題を設定 させ、活動計画を立てさせる。

② 学級活動との関連を深めるために、学級討議等を活発に行わ

せる。

③ 活動に対 し、!f.徒が相 亘に評価 し合 う場を設 ける。

実 践 例

① 校則の見直 し(体 育館開放 にむけて)

② アル ミ缶 リサイクル運動(文 化祭 に向けての取組みか ら)

③ 生徒総会への取 り組み(学 級討議をとお して)

研究の まとめと今後の課題
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(2)生 徒会活動に対する、生徒の興味 ・関心の意識調査

ア 調査のね らい 。時期 ・方法 ・調査の対象(生 徒)

平成5年7月 に質問紙調査を実施。公立中学校10校(研 究 員所属校)の1350名

イ 調査の内容及び結果

問1中 学校にとって 「生徒会」 は必要だ と感 じていますか。

あ.絶 対 に必要(16%)'

い.必 要(57%)

つ

え

2

あ

い

う

え

3

あ

い

う

え

4

あ

い

う

え

5

あ

い

う

え

問

問

問

問

あまり感 じない(22%)

必要ない(6%)

生徒会活動 に興味 ・関心はあ りますか。

とてもある(9%)

ある(34%)

あまりない(34%)

ない(23%)

%

%

貴校(あ なたの学校)の 生徒会活動は活発ですか。

とても活発(30%)豊

ほどほどに活発(49%)

あまり活発 とはいえない(16%)

全然、活発でない(6%)

あなたは生徒会活動に協力的ですか。

とて も協力的(9%)

協力的(41%)

あまり協力的とはいえない(36%)

全然、協力的ではない(13%)

%

量

%

生徒会役員会は全校生徒の意見や要望を取 り入れなが ら活動 していると思いますか。

とて も取 り入れている(30%)題

取 り入れている(47%)

あまり取 り入れていない

全然取 り入れていない

(17%)

(8%)%
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ウ 考 察

問1に ついて は、73%の 生徒が(あ)(い)を 含めて生徒会が必要であると答えてい

る。 その理由と して、 「学校 をまとめていく上で必要」 「生徒 がまとまる」 「中心になる

人がいないといけない」 「生徒の意見を聞いて くれるか ら」 と答えている意見が多い。 こ

れは、自分たちの学校生活を充実 ・向上させ るために、生徒会が大切な役割を果た してい

るとい う気持 ちの表れであ ると考え られる。 しか し、必要ないとい う理 由として、 「何を

しているのか良 くわか らない」 「あ って も無 くて も、たい して変わ らない」 「結局、先生

たちが何で も決めて しまう」 といった、始めか ら生徒会活動に期待 して いない生徒の姿を

見ることも出来る。

問2に っいては、43%の 生徒が(あ)(い)を 含 めて興味 ・関心があると答えている。

理由 として 「みんなをまとめているか ら」 「学校を良 くす る」等が多 くあげ られている。

しか し、問1の 必要であるに比べると、約3割 の生徒 は、生徒会活動の必要性を認めなが

らも興味 ・関心 は持 っていないとい うことになる。その理由 として 「面倒 くさい」 「自分

には関係 ない」 「生徒会活動の仕組みや活動内容がよ くわか らない」 「なん となく」と感

じていることがあげ られる。つまり、やりたくない、大変そ うだ ・何をや っているのかわ

か らないの2っ の大 きな意見 に分かれている。 これは、生徒会の活動や組織その ものが、

般 の生徒に理解 されていないためと考え られる。

問3に っいては、79%の 生徒が(あ)(い)を 含 めて生徒会活動は活発であると答え

てお り、自校の生徒会の活動を認めている。 しか し、問4に おいてはどちらかというと協

力的であると思 っている生徒 は50%に 過 ぎない。自校の生徒会の活動を認めているのだ

が協力的ではないという傾向が見 られ る。これは、問1・ 問2の 必要性を感 じているが興

味 ・関心が薄いという傾向と同 じであ る。

問5に っいては、77%の 生徒が全校生徒の意見や要望が取 り入れなが ら活動 している

と思 っている。生徒会役員会 と一般生徒の距離 は近 く、8割 近 い生徒が身近な存在に感 じ

ているとい うことになる。

この意識調査か らは、必要性を感 じているのだが、興味 ・関心 は薄 い。身近に感 じてい

るのだが、協力的で はないとい うことが全般的に言え る。 これ は、生徒会活動が一部の生

徒の活動であるといった一般生徒の考えの表れであろう。 したがって、興味 ・関心をいか

に持 たせ るかが、生徒会活動を全校的に活発にす ることにっながると考え られ、さらに、

全校の協力を得 られ る、魅力ある生徒会活動の在 り方が問われているとも言える。

一17一



(3)「 校則改正(体 育館の開放)へ の取 り組み」の実践A中

ア 指導 ・援助の方針

本実践 は、昼休みに、体育館を校庭同様に使用 したいという生徒の要望を取 り上げたも

のである。職員会議で可否を決定 して しまうことは簡単であったが、本校では、 ここ数年

にわたり生徒会活動の中心的な取組みとして抜本的な校則の見直 し ・生徒会憲章の制定を

行って きた。その実績を活か して、 この取組みで も生徒に一か ら手順を踏 ませよ うと全教

師の共通理解を図った。さらにこの取組みでは、生徒会の役員が前面に立っのではな く、

体育館開放の要望を出 した3年 生代表生徒を前面に立て、生徒会の役員はバ ックア ップ し

てい くとい う形をとった。

(指導 上特 に留意 した点は以下のことであ った。)

① 一部の生徒だけの動 きではな く、全校の取 り組みとす るために、決 して性急な動 きを

しないこと。

② 一っ ・っの手続 きが いつ も全校生徒の注目の中で進め られていくこと。

③ 教師側にも学級活動の場などで適切なア ドバイスを して もらうたあ、この取組みの具

体的な目標を 「生徒達の手で体育館が開放 されたとい う意識を持たせる」とすること。

イ 「生徒会憲章」 につ いて

本校では、校則(服 装 ・持ち物)の 見直 しの際、生徒の活動のよりどころとして、生徒

自らが目指すべき目標を掲 げた。それが この生徒会憲章である。柱 としては、 「自律心を

養お う」 「自主性を島めよ う」 「創造力を高めよ う」 「協同の心を養お う」 「平和な学校

生活を送 ろう」の5項 目を掲げている。

工 指導 ・援助の経過

① 生徒会役員に対 し、5月 の生徒総会で、3年h:代 表ノk徒が 「要望」 という形で、問題

提起を行 った。(そ の際に、 「開放 して欲 しい」 という感情でだけで訴えるのではなく、

提起の理 由を明確に主張するように指導す る。)

② 生徒会役員会は、要望を受け入れた後、3年 生代表生徒とともに、具体的な内容にっ

いて、広報紙や朝会の場で全校生徒に主張を訴えて行 った。(ボ ールの管理 ・清掃 ・け

が ・体育館ば きの徹底 などの予想 され る問題点にっいて検討を加えるよう指導す る。)

③ 生徒会役員会 は3年 生代表生徒 と共 に、 この活動がより全校生徒に意識されるよ う、

署名活動を行 った。(臨 時に生徒総会を開 くとい う方策 もあるが、 ここでは、3年 生代

表生徒に真剣に、活動を推進 して もらう意味で も、 また、体育館開放の早期実現のため
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にも署名運動を行 うことを援助する。)

④ 朝会の場で、3年 生代表生徒により集 まった署名を学校長に提出 した。(正 式な要望

書 として提出する。 このときには教師は 「開放を許可す る」 という共通理解がで きてい

る。)

⑤ 生徒の要望を受けた教師か らは、いくつかの問題点が出 されたので、再度学級討議の

課題 とした。(学 級討議の運営の主体 は学級の委員なので、学級討議の議題 は、ボール

の管理 ・清掃 ・体育館ば きの徹底 など、生徒の手で解決可能なものとす る。)

⑥ 学級討議の結果をまとめ、再度学校長に提出 し、そ して許可が出た。

エ9月 か らの生徒の動 き

実際に開放 してみ ると、体育館が混雑 して危険であるとい う状態にはな らなかった。生

徒 も、ボールの管理 ・清掃 ・体育館履 きの徹底にはずいぶん と気を使 っている様子であっ

た し、時間 もしっかりと気 にかけて行動 している様子 は素晴 らしか った。 さらに、種 目を

バスケ ットボールだけでな くいろいろな種 目もして行けるようにな らないか とか、けが防

止のたあ学年 ごとに使用 しているものを学年の枠を無 くして も良いのではないか といった

提案 も出されていった。9月 末にアンケー トを取 り、使用状況を問 うたところ、問題な く

使用 しているようなので、割 り当て曜 日の変更や一部割 り当てを無 くすなどの変更 を し、

より全員が利用 しやす くした。

オ まとめと考察

本分科会で行 った生徒会活動 に関す るア ンケー トでは、 「生徒会の役員会は生徒の要望

・意見を取 り入れているか」 という質問に対 し、 「とて も取 り入れている」 と答えた生徒

は1年 生で59%、2年 生 で39%、3年 生で63%と 、 とりわけ3年 生から高い評価を

受けた。

ア ンケー トを行ったのがち ょうどこの体育館開放の取 り組みの最中であったと言 うこと

も理由の つ ではあるだろうが、

① 生徒総会での発 言を受 けた ものであった こと

② 生徒総会での発言者が代表として この活動を推進 したこと

③ 朝会での発言や署名活動などの一っ一っの手順が全校生徒の注 目を集めたことが、そ

の理由であろうと考える。 また、このような回 りくどい手続 きに、代表生徒はもとより、

全校が応えて行けたということは評価に値す る。ここ数年の本校の生徒会活動が全校 に

定着 していたたあである。
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{4)「 アルミ缶 リサイクル運動」を見直 し、文化祭での発表を通 して活性化させる取 り組み

B中

ア 活動の経過

本校では平成2年 度よりアル ミ缶 リサイクル運動に取組んでいる。 目的を設定 し空缶を

集めてつぶ し、袋詰 めして回収業者にわたす。そ して、収益金を受領する。当初 は生徒の

発案により環境美化の観点から活動が始 まったが、以下のように活動 目標が変化 しなが ら

浸透 していった。

・平成2年 度 「学校周辺 ・街の美化」

本部役員が中心 にな り、全校に呼びかけるが、当番などを決めたりしないで自↑こ的な参

加を求め、その輪を しだいに広げようとした。

・平成3年 度 「車椅子を必要 とされている方 に車椅子を贈 る。」

収益金の使い道を本部役員が提案 し承認 された。具体的な目標ができたため活動に熱が

入 り、参加者 も増えた。地域に も伝わ り協力 して くれ る人 も多 くな った。役員改選時 の

「公約」にも、候補者が運動を活発に行 うことを うた うようにな り、生 徒会活動 と して定

着 した。収益金で車椅子2台 を購入 し、文化祭で成果を発表 した。その後、福祉施設に寄

贈 した。作業 は専門委員会の輪番制を導入 した。

・平成4年 度 「環境美化、資源節約」

地域の新聞で紹介されたこと、広報活動を した ことによりB常 的な活動 となった。移動

教室で環境美化活動 として取 り入れた り、文化祭の学級発表で環境問題に取組む学級 も多

く、 リサイクル活動の意義を裏打 ちす る結果になった。作業は各学級の当番制を導入 した。

イ 平成5年 度 「リサイクル運動の改善を図っての文化祭での取 り組み」

課題 として、アル ミ缶を集あるとい う手段を目的 ととらえる傾向があること、評価の新

鮮さが失われて きた ことにより、活動の沈滞を感 じさせ ることがあが った。そこで、意義

の再学習、文化祭の場を有効 に使い、活動を活性化 させ る方策を生徒会役員会が主体 とな

って検討 し、教師はそれを援助 してい くことになった。

(指導上特に留意す る点 として以下のことがあげ られ る。)

① 押 し付けず徐々に活動を広げてい くこと。

② 目的の設定にっいて、アル ミ缶を集めるという手段が目的にならないよう助言を与え

ること。
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③ 活動の意義について授業、学活でお りにふれて扱 うこと。

④ 生徒とともに実際に活動 し、励 ましや評価を絶えず与え ること。

ウ 生徒の活動

①B中 の空缶 リサイクル運動の経過 と意義 についての放送 による全校一斉学習

② 収益金の使 い道、文化祭にむけての取組み強化案 など学級討議、生徒会で決定(輯 奇

子寄贈)

③ 全校生徒、近隣地域、PTAへ の報告、協力依頼

④ 文化祭当 日の 「車椅r贈 呈式」挙行、事後ア ンケー ト実施

工 評価 の方法

① 「車椅子贈呈式」における、寄贈先代表者 ・近隣地域 ・PTA・ 校長か らの評価の言

葉

② 事後ア ンケー ト・生徒による自己評価、相 互評価

オ 考察

4月 の学級活動で、 「B中 学校」 という題で3年 生に短作文を書かせたところ、学年の

40%の 生徒が生徒会活動にっいて述べ、その内容 もリサイクル運動に関す るものであっ

た。 しか し、一・方本校では生徒会活動に対す る生徒の興味関心が、アンケー トの平均値 と

比較 して高いとは言えなか った。今回の取 り組 み後のア ンケー トの結果を見 ると 「生徒会

活動への興味関心がある」 「活動に協力的である」等、生徒の意識が1司Lし たことが うか

がえる。実際この期間に集めたアル ミ缶の量 も2年 間の総量の約3割 を占めた。 これ らの

ことか ら、①今までの活動を振 り返 り、活動の意義を再認識することが重要であ り、かっ

目に見える形で成果を示せたこと ②生徒 自らが課題を設定 し活動計画をたて、学級討議

の機会を増や し、広報活動を活発に して中間報告を したりす ることで活動を盛 り上げるこ

とがで きた ③更に、それが地域の人などか ら評価 された ことによって、生徒会活動 に対

して積極的に参加する喜びが高 まったことなどが成果として1:げ られる。
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(5)「 生徒総会を活性化させる取 り組み」への指導の実践例C中

ア 取 り組みにあた って

生徒総会 とは生徒会運営の最高の場である。そこで、生徒総会を盛 り上げることによっ

て生徒会活動全体が活発になるのではないかと考え、 「生徒総会を活性化 させる実践」 を

試みた。討議を活発 にするために 「資料内容の充実」 「討議資料の読み合わせを入念 に行

う」 「討議時間を十分に とる」などの方策を考えた。 また、事後 に 「評価」を行い、 これ

らの活動の定着を図 った。

イ 実践のL夫

① 討議資料内容の充実

各学級での話 し合いがより深まるよう、活動計画だけでな く 「目標を達成す るたあの

具体的な取り組み」 と 「学級で検討 して もらいたいこと」の欄を設 けた。また各委員会

も前期の反省を生かすために、引継 ぎを入念 に行 った。

② 放送 による読み合わせ

学級活動の前半に、放送を利用 して各委員長が方針の説明をす ることにした。 これに

より、議案書の内容の定着を図 ると共 に、生徒総会 に向けて生徒全員に意識を高あた。

③ 学級討議の時間の確保

総会の2週 間前を学級討議の週 として、学級活動の時間を計100分 設定 した。学級

討議では、各学級少 なくとも一・っ は、生徒会 として取 り組むべき課題を提案させた。

④ 委員会での討議の充実

学級討議を受 けての委員会を、その日のうちに開催 した。翌 日に質問事項 に答え るよ

うにして、学級と委員会の連携を密 にした。

⑤ ア ンケー トによる相互評価

生徒総会での決議事項が、どれだけ全校生徒に意識付 けられたかを評価す るために、

アンケー トを実施 した。 また、巾央委員会において、そのア ンケー ト結果を分析 し、各

学級に還元す ることにより、生徒相 互の評価を行 った。
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ウ 生徒の変容

① 学級討議の変化

学級討議の中で、具体的かっ生徒の実態に即 した内容の質問がでるようになった。

生徒会役員会へ ・ 「生徒会役員との交流」 を具体的に示 してほ しい。(2A)

・ 「体育館開放」に向けて、具体的に何をするのですか。(3C)

生 活 委 員 会 へ ・遅刻をどうやってな くすのですか。(2B)

・ 「チ ャイム着席の徹底」 を して何が改善で きるのですか
。(3E)

部 長 会 へ ・なぜ 「部活動は6時 まで」 なのですか。(1B)な ど

② 委員会での討議の変化

前期の反省や改善点、ア ドバイスを後期委員に引継 ぎ、毎年同 じ反省を出 している状

態か ら一一歩前進 した。また、学級討議のポイ ン トを具体的 にしたことによって、学級討

議を受けた各委員会での話 し合いも充実 した。

③ 生徒総会の変化

生徒総会においては、意見が採用 されなか った学級か らも多 くの質問、意見が出され

その内容 も個人 レベルではなく、学級 レベルでの ものであ り討議が深まった。

工 考察 ・まとめ

生徒総会議案書 の形式を工夫 し討議のポイン トを明確に したことによって、質問の数 も

60項 目を一ヒ回 り、学級討議が活発 となった。さ らに学級討議を受けた各委員会 において

も、話 い合いは充分に深まった。 これは、予想以上 の成果であった。

議案書の説明 と学級討議の方法を放送で行い、徹底 させた ことにっいては(前 回までは

学級の委員が説明 していた)聴 取態度 もとて も良 く、大 きな成果をあげた。問題点 として

は全学級の活動を拘束するので、凋到な準備 と全教師の活動 に対す る理解が必要である。

この取 り組みによって、生徒の多 くは生徒会役員会を中心 とした活動計画の内容を理解

するに至 ったが、生徒総会後の具体的な生徒会活動 の実践が問われ る。生徒会活動が積極

的に行われ、目に見える成果をあげないと生徒会不信 という逆効果を生む危惧 もある。事

後の アンケー トか らは74%の 生徒が活発に事 前の学級討議を行えたと答え、85%の 生

徒が生徒総会での決議内容を理解 していると答 えている。 この ことか ら、今までの生徒総

会に比べて、より充実 した生徒総会であったと考え られる。
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4研 究のまとめと今後の課題

(1)研 究のまとめ

本研究では、生徒会が必要だと感 じ、生徒会役員が熱心に活動 していると感 じなが らも、

自ら協力 し、行動を起 こそ うとしない生徒が多いことに注 目し、 いくっかの指導の1二夫を試

みた。その結果、生徒 一人 一一人の意識が高まり、生徒会活動がよ り活発になった。

A中 の実践例で は、生徒総会における生徒の要望を取 り上げることにより、生徒臼らが課

題を設定 し、活動計画を立て、推進 してい くとい う点で大 きな成果をあげた。

B中 の実践例では、マ ンネリ化 して きた取組みの意義を+1∫確認 し、新たな目標を掲 げるこ

とで、生徒 ・人 ・人の意識や意欲が高まり、教師 ・地域等か らの評価が励 ま しとなり、人 き

く盛 り上がった。

C中 の実践例では、形式だけにな っていた生徒総会を、学級討議の時間を充分に確保 し、

学級 ごとに提案を出させ ることによ り、活発に発言 ・議論 されるもの とす ることがで きた。

何よりも取組みの課題が生徒の身近な ものであることが重要であるといえる。生徒 一人一一

人の要望を汲みあげ、生徒会活動の取組みへと発展 させてい く指導 ・援助をすることが、!1.

徒 に自らの手で課題 に取組 んだという充実感を持たせ ることにっなが る。また、広報活動や

学級討議の役割 も非常に大 きい。放送や新聞等を利用 し、取組みの意義を明確に し、時間を

かけて討議 させる。さらに、途中経過 もそのつど速報を出 してい く。取組み終r後 もその成

果を全校生徒に対 し明確 なものにしていく。

これ らの生徒の活動の陰には、全教師がその内容をよく理解 し、明確な指針を持 って指導

にあたることが電要である。

(2)今 後の課題

① 生徒会活動 は単に、その取組みを消化 していけばよいとい うものではない。ひとっの取

組みが終了 したならば、適切な評価を行い、次の取組みへの生徒の意欲を高 めてい く必要

がある。そ して、生徒会活動をさらに発展 させ、質的 に高い ものにしていかなければな ら

ない。

② 学校週5日 制が実施 されてい くなか、生徒会活動や委員会活動等の時間が制限される傾

向があり、生徒会活動を生徒 自身の手で押 し進めてい くための時間を充分に確保す るため

の工夫を していく必要がある。

③ ほとんどの教師が、生徒会活動が必要であると感 じていなが ら、指導をす る時間的余裕

がないのが現状で、 これが日常的な委員会活動 などの停滞の原因に もな っている。 このよ

うな中で、教師の生徒会活動に対す る共通理解をどのよ うに図 っていくかが課題である。
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